
 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6(２０２4)年度 

第２回周南市総合戦略会議 
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【会 議 次 第】 

１ 開 会 

２ 企画部長あいさつ  

３ 委員の紹介 

４ 会長及び副会長の選出 

５ 議 事  

（１）まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要及び評価方法について 

（２）まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する評価について 

６ 閉会 

 

 

≪ 配付資料 ≫ 

 会議次第 

 委員名簿 

 配席表 

 総合戦略に関する評価 

 戦略会議の意見と市の考え方 

 令和６年度（令和５年度事業）第2期周南市まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する評価

（案） 
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第 2 回周南市まち・ひと・しごと創生戦略会議 会議録 

 

日 時 令和６(２０２４)年６月１１日（火）１３時３０分から 

場 所 周南市役所 本庁舎４階 庁議室  

出席者 ・委員８名 

江波 昭政、片山 恵子、山田 みゆき、原田 直哉、河野 拓也、榊原 弘之、

澤田 かおり、中村 美代子 

 ・事務局６名、各事業担当者 

企画部長 川口 洋司、企画部次長兼企画課長 行冨 広康、 

課長補佐 有福 康城、担当主査 今井 努、 

主査 藤原 隆宏、副主任 栢 理沙子 

各事業担当者 

資 料 ・会議次第のとおり 

備 考 第１回会議は書面開催とし、戦略会議としての意見を書面で集約 

意見に対して担当部局が市の考え方を整理・共有した上で第２回会議を開催 

会議議事録 

１ 開会 

◇事務局 皆様こんにちは。定刻となりましたので、ただいまから令和６年度第２回

周南市総合戦略会議を開催いたします。本日は、お忙しい中ご出席をいただ

き、誠にありがとうございます。本日の進行を務めさせていただきます企画

課の藤原と申します。どうぞよろしくお願いいたします。会議に先立ちまし

て企画部長川口洋司がご挨拶を申し上げます。 

２ 企画部長挨拶 

◇事務局  （企画部長あいさつ） 

３ 委員の紹介 

◇事務局 続きまして、委員の紹介に移ります。時間の関係もございますので、座席

順に事務局から委員の皆様をご紹介させていただきます。（委員の紹介） 

◇事務局 次に、事務局の紹介に移ります。（事務局の紹介） 

４ 会長及び副会長の選出 

◇事務局 続きまして、会長および副会長の選出に入ります。周南市総合戦略会議設

置要綱第５条で「戦略会議に会長および副会長各１名を置き、委員の互選に

より定める。」とされております。皆様の互選により、会長・副会長を選出

したいと存じます。どなたかご意見はございますか。 

●委員 （意見なし） 

◇事務局 ご意見がないようでしたら、事務局から提案をさせていただいてよろしい

でしょうか。 
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●委員 （意義なし） 

◇事務局 昨年度の本会議で、会長・副会長をお引き受けいただきました、榊原委員

に会長を、河野委員に副会長を引き続きお願いしたいと思いますが、いかが

でしょうか。ご異議がなければ拍手をもってご承認をお願いします。 

●委員 （拍手承認） 

◇事務局 ありがとうございました。委員の皆様のご承認により、会長に榊原委員、副

会長には、河野委員が選出されました。榊原会長、河野副会長におかれまし

ては、前の席にご移動をお願いします。 

 （会長・副会長移動） 

◇事務局 ここで会長、副会長より一言ずつご挨拶をお願いします。 

 （会長・副会長挨拶） 

◇事務局 ありがとうございました。それでは、議事に移ります。これ以降の進行に

つきましては、設置要綱第６条の規定により、会長が議長を務めることとな

っておりますので、榊原会長どうぞよろしくお願いします。 

５ 議事：（１）まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要及び評価方法について 

◎会長 それでは規定により、議事を進めさせていただきます。議事進行につきま

してご協力お願いいたします。まず１つ目の議事ですけれども、第２期周南

市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要および評価方法について、事務局

からご説明をお願いいたします。 

◇事務局 （資料を基に説明） 

◎会長 ただいまのご説明につきまして何かご質問ございますでしょうか。 

●委員 （質問なし） 

５ 議事：（２）まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する評価について 

◎会長 それでは２つ目の議事の総合戦略に関する具体的な評価に入ります。 

資料の４ページ目をご覧ください。まず、「基本目標１ 雇用を確保し、

安定して働くことができるまちづくり」の中の「推進施策（１）産業基盤強

化の促進」につきまして、事務局からご説明をお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標１・推進施策（１）について説明～ 

◎会長 こちらにつきまして、主に港湾の話になりますが皆様の方で何かご意見等

ございますでしょうか。 

こちらについては私も港湾関係の審議に入らせていただきましたけど、当

初戦略バルクということでしたが、昨今ですと、脱炭素化の計画というのも

徳山下松港で策定されるなど、県内の中では先行している港湾だと理解して

おります。そういったところが市の考えのところにも書かれているように思

いますけれども、こちらはよろしいでしょうか。 

●委員 （意見なし） 
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◎会長 あまり焦ってもいけないですが、結構項目が多いので、もし、ご指摘がな

ければ、次に進もうと思いますが、もし何かあればこのタイミングでお願い

いたします。 

こちらについては、国の事業にも乗った形で徳山下松港の整備を進められ

ていると思います。なかなか周南市でできる部分も少ないと思いますが、今

のところそういった国の政策に沿った形の方向の整備が行われると思います

ので、引き続きそういった方向でお進めいただければと思います。 

では、こちらは以上とさせていただきます。ありがとうございました。 

◎会長 それでは６ページですね、「推進施策（２）企業立地の促進」ということ

でこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標１・推進施策（２）について説明～ 

◎会長 どうもありがとうございました。こちらの企業立地の件につきましては、

皆様の方から３件ですかね。事前にご意見をいただいていると思います。 

例えばリモートワークといったことに対する対応のことであるとか、色々

な金融機関との連携の話であるとか、コンビナート電力の利活用に関しての

ご質問ご意見をいただいて、そこに対して、市からも考え方をお示しいただ

いているというところかと思いますが、これらのご質問ご意見をいただいた

委員あるいはそのほかの委員の皆様も含めて、何かご質問等ございました

ら、お願いいたします。 

●委員 はい。質問の１番のところですけれど、リモートワークとかですね、製造

業を中心として既存事業所等の事業拡大を図るとか、市外からの企業進出を

促進するというのももちろんその通りなんですけれども、ここが一番難しい

ところだと思うんですが、やはり強みに特化した施策というかやっぱりそう

いうものを１つは目玉のようなものがないと。 

やっぱりよそと同じことしてたら勝てないという風に思いますので、次期

に向けては、これをやったら必ずできるというものではないと思うんですけ

ど、そうはいっても、何か強力に進めるものというものを入れるべきではな

いかなという風に考えています。以上です。 

◇担当課 委員がおっしゃるとおり、やはり２番目の答えとも絡んでくるんですけれ

ども、やはり周南市の強みというのはコンビナートを中心とした製造業でも

ありますし、昨年１２月に改正しました企業立地促進条例等の企業立地に係

る支援の方も手厚くしておりますので、そういったハードの面、それから今

度はこれも２番目の方に絡みますが、企業のお話を聴くにあたっては、やは

り徳山駅というのが交通結節点として非常にうまく機能しているというとこ

ろもありますので、その辺も含めてアピールしていきながら、強みであると
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ころを活かした形での企業立地を進めていきたいと思っております。ありが

とうございました。 

◎会長 はい。ありがとうございます。今、徳山駅の駅前再開発も含めて、色々そ

ういった部分は比較的県内都市の中でも先行していると思っています。そう

いったところが、もし経済面、あるいは企業誘致のところにも反映してくる

んだとしたらとてもいいことだと思うので、ぜひ、次期計画でもそういった

方向で考えていただければと思います。 

その他はよろしいですか。はい。お願いします。 

●委員 ２番目の質問は、市のお答えの中に、「市内に本支店のある金融機関に対

しては」ということでいただいておりまして、もちろん、大事かなと思うん

ですけれども、例えば、本社機能が移転するということであれば、県外から

というのが考えられると思うんですけれども、例えば市内にある本社金融機

関以外のところ、県外の金融機関とかとの連携とか周知とかっていうのはお

考えにはなられていないということですか。 

◇担当課 貴重なご意見ありがとうございます。おっしゃられるとおりであると思っ

ております。現状は、市内に本・支店のある金融機関さんへの周知活動等を

行っておるところではございますけども、市としても、もっと裾野を広げ、

そういったＰＲも視野に入れて活動していければと思っています。 

◎会長 はい、ご意見ありがとうございます。では、よろしいでしょうか。 

では、こちらは以上とさせていただきます。ありがとうございました。 

◎会長 それでは８ページですね、「推進施策（３）新事業・新産業・新エネルギ

ーの創出」ということでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標１・推進施策（３）について説明～ 

◎会長 皆様の方からは３件。１つは新事業・新産業はどういう事例ですかという

ことで、令和５年度は医療関係で２例あったというようなご回答がありまし

た。それから、機運醸成事業、これは学校でやっている事業だったと思いま

すけれども、回答で具体的な内容についてご説明をいただいていると思いま

す。３つ目は、項目構成に関するご意見で、そのあたりは次期計画の中で整

理していただければよろしいのかなと思います。 

では、こちらにつきまして何かご質問ご意見等ございますでしょうか。 

◎会長 はい、お願いします。 

〇副会長 ここにある質問とは別ですけれども、今、アンモニアを使ったコンビナー

トの活用だとかあると思うのですが、新エネルギー等は今回のＫＰＩには盛

り込まれることはないですけれども、今後、アンモニアであったり新たな新

エネルギーについての展開等があれば、ご意見をお聞かせいただきたい。 
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◇担当課 そうですね、今コンビナートでは、2050 年のカーボンニュートラルに向け

て、先般コンビナートの脱炭素推進協議会をつくって、企業と化学工学会と

一緒になって市も検討を進めているところです。 

その協議会の中では、もちろん石炭にアンモニアを混焼していこうという

動きもありますし、他にも廃棄物や二酸化炭素だったり、アンモニアはエネ

ルギーに入りますけど様々なチームを構成して、具体的な取組、実装に向け

て協議をしておりまして、その積み重ねでカーボンニュートラルを達成して

いこうということで取り組んでいるところです。 

〇副会長 ありがとうございます。徳山高専の学生も勉強させていただいている案件

で、コンビナートの利活用といいますか、周南市の可能性を大きく感じます

し、学生共々、期待している事業になるので、ぜひ市民の皆様にも、情報発

信していただけたらいいかなと思いました。以上です。 

◎会長 ありがとうございます。この辺は、港湾のところとかかわってくると思い

ますが、自分の理解だと、脱炭素化に関してのシナリオとして、まず、やは

りすぐに取り組めるのがバイオマスです。次の展開としてはアンモニア・水

素で、ちょっと時間差をおいて実現していくのかなというイメージを持って

いて、そういったところと次期総合計画のタイムスパンとの兼ね合いはある

かもしれないですけれども、やはり次期総合計画の期限のその先も見据えた

ような形で次期計画の中で議論できると良いと感じました。ありがとうござ

いました。その他何かございますでしょうか。 

●委員 はい。ＫＰＩの２つ目ですが、創業支援協議会の支援を受けた者のうち、

創業者件数、実績はすこぶる好調というか素晴らしい結果になっていると思

いますが、それがイコールまちの状態として見えているか、感じられるか。

実感とまちの現在の状況と乖離があるのではないかなと思います。その辺

り、いかがでしょう。 

◇担当課 今、委員の方からありました創業の件につきまして、コロナが明け、創業

のケースもいくらか増えているというようなことは協議会の構成員の方から

もお聞きしております。実績としまして、今回のこのＫＰＩに掲げておりま

す。新規創業者の数字でしか見ることはできませんけど、年々、実績も上が

っているということで、効果も出てきていると認識しております。以上で

す。 

●委員 これについては、今おっしゃった通りの評価ができるだろうと思います。

だから、自分が思うのは、次期の話になるかもしれませんけど、このＫＰＩ

自体が、計画と結果は数字的には素晴らしくても、それが実態といいます

か、目指すものをクリアできるかどうかというところですね。少し難しい部
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分ではありますけど、整合性が必要ではないかなと感じたところです。以上

です。 

◎会長 例えば、基本目標 1 の中の話をしているので、個々のＫＰＩとしては割と

おおむね達成されていますが、全体としての数値目標３ページの方の市内就

業者数に関して言うと、ちょっと徐々に減少しているような形になっている

とか、その辺りが、ある意味、委員がおっしゃったような部分に関係してく

るのかなと思います。個別のＫＰＩが大きな目標のところに結び付きづらい

ことは、よくあることのようにも思いますけれども、その辺りはあまり望ま

しいことではないと思うので、次期計画の中での組立ての中にその辺りも

色々考えていけると良いのではないかと考えています。 

ありがとうございます。それでは、こちらについては以上とさせていただ

いてよろしいでしょうか。どうもありがとうございました。 

◎会長 それでは１０ページですね、「推進施策（４）稼げる農林水産業の構築」

ということでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標１・推進施策（４）について説明～ 

◎会長 はい。どうもありがとうございました。こちらについては４件。しゅうな

んブランドおよび地産地消推進店の認知度向上に関してのご質問と６次産業

化は目標達成されているけれども新規就業者の方は未達であるというような

ところは目標の見直しが必要じゃないかというようなご意見。関連している

かもしれませんが、漁業者の安定した経営というのはどういった状況かとい

うような、あと、農林業従事者の生活が厳しいというようなことについての

ご意見をいただいているということかと思いますがそれに対して市のお考え

も示していただいていると思います。こちらにつきまして、ご質問ご意見等

ありましたらよろしくお願いいたします。 

農林水産業は、元々、後継者確保等の部分も含めて厳しいと思いますが、

そういった中で、市として色々とできることをしていただいてるということ

だとは思いますが、なかなか目標によっては十分達成できていないものもあ

るという状況だと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

ご意見は色々委員の方から出ていますが、特にやはりどうしてもＫＰＩ、

なかなか漁業就業者を増やすというのは実際難しいところだとは思います。

やはり今回、達成は難しそうな状況がある中で、次期計画の中でどういった

目標設定が良いかといったところについては、また次の計画策定の中で担当

課におかれてもご検討いただければと思います。それでは、よろしいです

か。では、以上とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

◎会長 それでは１２ページですね、「推進施策（５）雇用の充実」ということで

こちらをお願いいたします。 
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◇事務局 ～基本目標１・推進施策（５）について説明～ 

◎会長 はい。どうもありがとうございました。こちらについて３件、ご意見をい

ただいています。１つ目、動画が実際に求職者に観られているのかどうなの

かというところで、再生回数あるいはネットチャンネル登録者数などの実績

についてご回答いただいてると思います。それから、利用状況を検証するた

めの指標ということで、現在、ＫＰＩはないですが、上で書いていただいて

るようなそういうところが１つの目安ではないかと考えているということで

す。ＫＰＩにつきましては、新規就業者の雇用のマッチング事業に関連した

新規就業者数というものについては概ね達成できているようです。若者の定

着ということで、周南公立大学の取組についてご回答をいただいています。

こちらにつきまして、委員の皆様から何かご意見等ございますでしょうか。

お願いいたします。 

●委員 周南シゴト動画の運営の件でお伺いしたいのですが、周南市についてはＢ

ｔｏＢ企業が多いので、こういった取組は大変重要な取組だという認識して

おります。その中でご回答いただいております利用の統計ですが、この中

で、就職に繋がった実績として６社２１人とご回答いただいておりますが、

どのような形で集計されて出た数字なのでしょうか。 

◇担当課 お答えいたします。本事業は業務委託という形で市内の事業者に委託して

おります。その仕様書の中で、就労に繋がった件数の報告を挙げておりまし

て、事業者の方から件数を問い合わせ、集計をした数字になっております。

以上です。 

●委員 ありがとうございます。もっと数字が大きいのかなと思ったんですね。実

際にそういった形の報告で繋がったものということなんでしょうけれども、

間接的にご利用になられ、就職に繋がったケースもたくさんあると思うの

で、この数字だけだと、効果が薄いみたいな見方をされるのかなと思いまし

て、もっと効果があることをＰＲできるのかなと思いますので質問させてい

ただきました。ありがとうございます。 

◎会長 はい。どうもありがとうございました。その他いかがでしょうか。 

ちょっとすいません。原田委員にお伺いしたいのですが、ハローワークで

も色々やっていらっしゃると思うのですが、これだけの人に働きかけて、そ

の中で就労に繋がるといった倍率のようなものは一般的にどうでしょうか。

もちろん全員が就職・就労に繋がることはないですね。実際、どうしてもあ

る程度の幅広い人に声をかけていかざるを得ないような気もしてるのです

が、具体の数字を上げていただいていますが、その辺りで何かハローワーク

ではお持ちですか。 
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●委員 ハローワークが持っている数字としましては、ハローワーク徳山の紹介で

就職される方はだいたい月に 150 人ぐらいがずっと続いてる状況です。150 人

ぐらい月に就職が決まるというように考えていただければ、そんなに間違い

じゃないのかなと考えておりまして、求職者がいらっしゃって情報を見られ

る色々な情報、当然、周南シゴト動画を見られるであったりとか、ハローワ

ーク求人を見られるとかもあると思いますが。その中で、ハローワークの方

から応募したいというお申し出をいただいてハローワークから紹介させてい

ただくときの紹介成功率でいうとだいたい 3 割から 4 割ぐらいという統計を

持っております。 

◎会長 ありがとうございます。やはり、どうしてもこういったものは、観た方が

全員就労することはもちろんなくて、ある程度広い人に声をかけ、どこに適

した方がいるか分からないので、広く声をかけていかざるを得ないのかなと

思っていて、そうすると、倍率的な部分は低くなってしまうかもしれない一

方で、やっていたことで就労に繋がっているのだと思うので。 

今後の評価を考えたときに難しいなということを思い、ハローワークで何

かお持ちかなと思ってお聞きしました。ありがとうございました。 

はい。その他いかがですか。 

〇副会長 ここにある内容とは違いますが、今後の見通しとして。今、日本人に限っ

ている形ですね、若者の定着だとか。おそらく人口減少になってくると、外

国人労働者といったところで、今、ビジネス学校とか多くの留学生の方がい

らっしゃるのですが、外国人に向けた働きかけというのは、今後されるご予

定があるのでしょうか。 

◇担当課 はい、お答えいたします。現時点での予定・計画はございませんが、今の

人口減少等を踏まえ、今後、外国人労働者の活用等は検討していかないとい

けないと思っております。 

〇副会長 ありがとうございました。高専でも留学生さんがいらっしゃいますし、学

びたいというような就労者。そして働きたいという方がたくさんいらっしゃ

ると思いますので、そういった受皿としても、コンビナートとかあります

し、何か周南市の強みが発揮できるような外国人に向けたプログラム等、思

案していかれたらよろしいのかなと思いました。 

◎会長 はい。ありがとうございます。その辺りの外国人の方も含めた部分は、多

分、次期の総合計画の中で少し考えないといけない部分もある。ここで考え

るか他のところで考えるのか分かりませんが、必要に思います。 

はい。貴重なご意見だったと思います。どうもありがとうございます。 

では、こちらについては以上とさせていただきます。ありがとうございま

した。 
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◎会長 ここから基本目標２に入ります。資料の１４ページ目をご覧ください。

「基本目標２ 子育てに寄り添い、次代を担う人材を育むまちづくり」の中

の「推進施策（１）結婚、妊娠・出産・子育てに関する支援の促進」につき

まして、事務局からご説明をお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標２・推進施策（１）について説明～ 

 はい。ありがとうございます。こちら５件のご意見・ご質問をいただいて

いております。１つ目については、本市独自の魅力競争力というところにつ

いてのご意見かと思います。そこに関して本市独自の施策ということで、ご

回答いただいていると思います。２つ目は、今、色々、各市でこういった子

育て支援策、すごく拡充されていると思うのですが、その中でもなかなか出

生率の低下という話があっても難しい面もあると思います。とはいえ、やは

り必要なことだと思うので、というようなことを私が書いたと思います。そ

れから、３つ目については不妊不育症治療に関しての助成制度と拡充に関す

るご意見、４つ目につきましては、子ども食堂の数などのデータということ

で、そこについて、２０ヶ所というようなご回答をいただいていると思いま

す。最後は、産婦人科についてのご意見で、現状、市としての実態とそれに

対しての市の取組をご回答いただいているかと思います。こちらにつきまし

て、何かご意見等ございましたらお願いいたします。 

個々のいただいたご意見については、かなりご丁寧に現状などをご説明い

ただいているかと思います。私も色々書いたのですが、なかなか出生率の低

下とかがあって、周南市に限らず、各市頑張っていらっしゃいますが、なか

なか結果に結びついてない部分もあると思います。 

意見であがっているものは、いずれも必要だと思います。不妊治療等のと

ころも大事だと思いますし、子ども食堂とかも大事だと思いますし、産婦人

科の話もそうだと思うのですが、それぞれの市の方でいろいろ施策を進めて

いらっしゃる、問題意識を持って施策を進めていらっしゃるということなの

で、そちらについてはそういった形で進めていただきたいと思います。 

多分、乳児家庭全戸訪問割合については、ほぼ達成できているのだと思う

ので、もちろん、これを続けていくこともありますが、次期のＫＰＩは、お

そらく別のものを考えていく必要があるのだと思います。では、こちらにつ

いては以上とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

◎会長 それでは１６ページですね、「推進施策（２）豊かな心を育む幼児教育・

保育サービスの提供」ということでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標２・推進施策（２）について説明～ 

◎会長 はい、どうもありがとうございました。こちらに関してはご意見が４件。

保育士の人材確保に関するご意見、それから２つ目は私だったと思います。
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３つ目は、引き続き、継続的効果的に取組をされたいということで、４つ目

は放課後児童クラブに関するご意見ということで、こちらにつきまして、ご

意見いかがでしょうか。 

ちょっと伺いできればと思うんですが、１つ目で保育士の人材確保という

ことが書かれているわけですが、そもそもの状況として、例えば、周南市に

おかれて保育士の過不足はどういった状況にあるのかというのをもしよろし

ければご回答いただければと思いますが。 

◇担当課 はい。ありがとうございます。今、なかなか保育士自体が足りない現状は

ございます。乳幼児何人に対して 1 人という各年齢層に応じて割り当てがあ

りますが、特に今乳児のところが非常に需要が高い現状にあります。３名に

つき１人の保育士がつかないといった状況もございますので、かなり保育士

もハローワークで募集しているのですが、なかなかや保育士の応募がすぐに

ないというのが現状でございます。 

◎会長 はい。ありがとうございます。そういった状況があるようであれば、今回

いただいたご意見も重要なご意見なのかなと思うので、今後、次期計画やそ

のときのＫＰＩ策定の中で考えていくとか。例えば運転士とか教員とか既に

色々な分野でそうだと思いますし、それぞれの分野で人材確保の努力がされ

ていると思うのですが、いくら公共サービスを充実させようと思っても人が

いなかったらできないので、その辺りがこの分野に限らないかもしれません

が、次期計画の中で考えていかないといけないのかもしれないことを感じま

した。ありがとうございます。 

その他、いかがでしょうか。はい。お願いいたします。 

●委員 はい。全項目にも繋がりますが、ＫＰＩが今回も研修会の参加率であった

り、その前の部分は全戸訪問ということでだいたいできてましたということ

になっています。もちろん、これさえもできなければ次はないわけで、大事

なことで継続的にやって行くべきだと思うんですけど、次期においては、こ

れができた、ほぼできたという前提で、次は何をするのかということがどう

しても大事になってくるかと思います。前の結婚・妊娠・出産のところは、

市の考え方として「本市独自の」という言葉は数カ所。言葉があればいいわ

けではないですが、そういった面が見られた。やはり、継続的ということは

大事ですけど、今、本市に求められているのは、独自性や魅力もあって安心

できる施策、これがやっぱり求められてるんじゃないかなと思うんですね。

またそれが広がれば、周南市が何かやってるよというような、訳はわからん

けど何かやっている、あれとかこれとかやってるよ。というようなことにな

れば、地域間競争にも勝っていけるのではないかなと思います。言葉で言っ

てますけど、具体的に何なのかというのは本当に難しいとは思いますけど、
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１つでも２つでも次はそういったことが求められるんじゃないかなと思って

います。以上です。 

◎会長 はい。ありがとうございます。周南市独自の姿勢というか取組があると良

いのではないかというご意見、次期計画の中でお考えいただければと思いま

す。ありがとうございます。 

その他はよろしいでしょうか。はい。お願いいたします。 

〇副会長 はい。この放課後児童クラブのところで「充実」という言葉があるのです

が、利用者の方が一番求められていることはどういったことなのでしょう。 

◇担当課 ありがとうございます。利用者のニーズ把握というところで、まずは利用

希望が増えていらっしゃるというところがありますので、希望されて、保育

を必要とされる方が児童クラブに入れるというところが、まず１点大きなと

ころだと思います。その他については、５年に一度になりますが、ニーズ調

査を子ども子育て支援事業計画の関係で調査しておりますので、そのあたり

の希望というところも踏まえながらご意見としていただいたところについて

も考えていきたいと思っております。 

〇副会長 具体的にこういうニーズが一番多いというものが、分かるのであれば。 

◇担当課 まずは、本当にクラブによっては先ほどの保育士不足というところもあり

ますので希望されるクラブに入れないという場合もありますのでそこがまず

１点、とても大きなところではないかと思っております。その他につきまし

ては、ちょっと聞いている項目とかで申し上げますと、時間であったり土曜

日とか日曜日とかの利用希望であったりというところも聞いておりますし、

クラブの質の部分、対応等も聞いておりますので、そのあたりの結果が今か

ら出てくるというところで、次期計画で考えていきたいと思っております。 

〇副会長 はい。多分どこの市でも難しくてできていないことがたくさんあるかと思

いますが、逆に言えば、そういった希望者をまんべんなく受け入れられるで

あったりだとか、時間についても都合がつくということになれば、女性が働

きながらとかは、単に子どもの満足以外にもそれを支援するご家庭に対して

も大きなアピールになるのではないかと思っています。おそらく、これから

ずっと、生涯働いていくっていったような世の中になるかと思いますので、

保育士の方もこれは免許がないとできないものなのでしょうか。 

◇担当課 はい。児童クラブの職員のうち、支援員という職員につきましては、保育

士であったり、教員免許であったり、あと実務経験が長い職員であって更に

国が認定する研修を受けたものという要件がございますが、支援員をサポー

トする補助員という職員も必要になってまいりますので、その補助員につき

ましては特に資格要件がございませんので、そういったところで広く募集は

しているところです。 
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〇副会長 最近、自治会に参加していまして、くすぶっているご高齢の方とかがたく

さんいらっしゃって。まだまだ活躍の場所がたくさんあるあるかなと思いま

すので、みんなが豊かに働けるような、最終的にみんなが WIN になるような

計画とかがあると、女性の方も働きやすく周南市はこどもまんなかとおっし

ゃっていますので、そういったところを繋げて、こういったところに繋げて

いくのがいいんじゃないかなというふうに思いました。以上です。 

◎会長 はい。ありがとうございました。それではこちら以上とさせていただきま

す。どうもありがとうございました。 

◎会長 それでは１８ページですね、「推進施策（３）生き抜く力を育む教育の充

実」ということでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標２・推進施策（３）について説明～ 

◎会長 はい。ありがとうございました。こちらについては４件のご意見が出てい

ます。１つが GIGA スクール関係。それから２つ目のトイレの洋式化に関し

て、３つ目は不登校引きこもり対策ということ。４つ目は、ある程度ＫＰＩ

は達成されてきているところがあるので、次期のＫＰＩは別途考える必要が

あるというところ。内容的には主に３つのご意見かと思います。それ以外も

含めて何かございましたらお願いいたします。 

◎会長 いかかでしょうか。各項目について具体的にご回答いただいていると思い

ます。１つ目のところで、GIGA スクールというかＩＣＴの話は私は周南市在

住ではありませんけれども、ここ数年子どもが学校に通っている中で、公立

校でもかなりこういったタブレット配布がされていて、結構、学校教育の中

で活用されているなと思っていますので、おそらく周南市でも活用されてい

るのだと思います。子どもは結構慣れるのが早いので、先生方もおそらく子

どもがどのように使っているというところは先生方の方でもある程度ご対応

いただいているのだと思うてますが、実態としても、教育での活用というの

はされているように個人的には感じております。もちろん、より活用される

ような形というのは、目指していただければと思います。 

他にご意見よろしいでしょうか。では、こちらは以上とさせていただきま

す。ありがとうございました。これで基本目標の２までが終了致しました。 

◎会長 ここから基本目標３に入ります。資料の２０ページ目をご覧ください。

「基本目標３ 若者・女性が魅力を感じ、つながりが生まれるまちづくり」

の中の「推進施策（１）関係人口の創出拡大」につきまして、事務局からご

説明をお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標３・推進施策（１）について説明～ 

◎会長 こちら関係人口に関しては２件ご意見をいただいていて、１つは他地域に

ない起爆剤的なイベントも織り交ぜていただきたいというお話。２つ目につ
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いては、昨年指摘のあったまちなかの魅力発信についてということで、体験

型の返礼品ということで、前回、周辺部だけじゃなくて、中心部の方もとい

うお話だったと思うのですが、そこに関して工場夜景や動物園などの体験メ

ニューを加えたというような形で取組をされているということでございま

す。こちらにつきまして、ご意見等ございますでしょうか。 

◎会長 こちら基本目標３は関係人口ですけど、後ほど移住というか UJI ターンの

お話も関係してくるとは思いますけれども、重要な施策かと思います。 

よろしいでしょうか。では、以上とさせていただきます。ありがとうござ

いました。 

◎会長 それでは２２ページですね、「推進施策（２）起業・創業支援の推進」と

いうことでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標２・推進施策（２）について説明～ 

◎会長 はい、こちらはちょっと再掲になっている取り組みも多いですが、ご意見

は４件出ています。１つ目は、引き続き創業機運助成事業に協力していきた

いという話、それから事業承継に関するご意見ですね。それから２つ目は、

新規に創業した方が、その後、事業継続しているかということについては、

伴走支援を行う中で状況を確認していますということ。３つ目については、

次期計画の中でということかもしれませんが、農業と水産業の辺りの項目立

ての整理は考えていかないといけないのかなと思います。４つ目は効果の実

感できる目標設定と、それが実現できる施策を検討されたいということでご

ざいました。こちらにつきましてご意見等いかがでしょうか。 

はい。お願いいたします。 

〇副会長 はい。ここにはないですが、最近、学生・高校生と話をする中で、若年層

の起業だったり、明確な目的を持って中学校から高校、高専に入ってくる子

が増えた印象があります。創業支援など、徳山商工だったり高校・高専や周

南公立大学だけ対象とされていますけど、ちょっと早い小学校とか中学校、

それこそＩＣＴでｉＰａｄとかそういったものがあるので、小学生は早いか

もしれないですけど、中学生ぐらいからそういった創業等の支援を推進とい

うのは考えられているのかどうか。 

◇担当課 今、委員の言われました中学生、若年層向けの創業ということで、今年

度、岐陽中学校の１年生を対象に総合的な学習の中で創業の授業を行いたい

ということで今依頼を受けております。今年度の創業支援協議会で今から総

会の中で諮っていくのですが、協議会で協力していこうという話が進んでい

る状況でございます。以上です。 

〇副会長 はい。岐陽中学校の中で、デザインの授業だったりロゴをつくったりとか

していて、非常に中学生のレベルが上がってくると、必然的に高校であった
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り高専も含めて、底上げができるかなと思ったので、ぜひ中学生達は色々な

可能性がありますので、そういう機会を作っていただけたら嬉しいなと思い

ます。 

◎会長 はい。ご意見ありがとうございます。そういう機運は、本当に最近の学生

は前とは違うというのは自分も持っています。そういったところをまちの活

性化にうまく繋げたいということだと思います。 

その他、ございますか。よろしいでしょうか。では、こちらは以上とさせ

ていただきます。どうもありがとうございました。 

◎会長 それでは２４ページですね、「推進施策（３）UJI ターンの促進」というこ

とでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標２・推進施策（３）について説明～ 

◎会長 はい。こちらはご意見が４件あります。１つ目はよろしいですね。２つ目

については、中山間の移住だけでなく、魅力ある職場の増加、就業者支援、

住み良いまちづくりのための施策が必要ということで他地域に負けない魅力

と競争力のある取組を検討されたいというところです。これについては、お

そらくＫＰＩの話もかかわると思いますが、UJI であると、中山間に限定しな

いような指標も今後考えて良いのかなというような気がします。３つ目につ

いては、届けたい層にメッセージが届いているのかということについて、Ｓ

ＮＳなども活用していますというようなお話をご回答いただいていると思い

ます。４つ目は、昨今報道があったところですね。こちらについて、移住し

てきた方々の定着状況は調査できているでしょうかということについては、

そこまでの把握は難しいというコメントかと思いますが、ご回答をいただい

ております。こちらにつきましてご質問ご意見等ありますでしょうか。 

はい。お願いいたします。 

●委員 はい。意見に対する市の考え方のところの一番上のところですが、「本市

への移住とかかわる施策の充実に向け、部署を越えて全庁的な視点で検討す

る会議を立ち上げ」とありますが、具体的にどのような会議でしょうか。 

◇担当課 今月立ち上げたものになりますが、会長が市長、副会長が副市長となりま

す。また、庁内部署の部長が会員となっている組織となります。 

●委員 ありがとうございました。私はこの会議に何回も出席させていただいて、

そういうものが欲しいなということを空回りのように 1 人で言っていたの

で、今回このようなことが具体的に始まったということで、とても嬉しいな

と思っています。できれば協力をしていきたいなと思います。 

◎会長 はい。ありがとうございました。その他いかがでしょうか。 
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こちらの事前の４つ目のご質問ですね。ご回答としては、なかなか追跡が

難しいという意味ですから、一言で言うと、無記名アンケートなので１年

後、５年後と追跡が難しいということですかね。一言で言いますと。 

◇担当課 おっしゃられるとおりで、アンケート自体が無記名でお答えいただいてい

るものになりますので、１年後、５年後にどのようになっているかというと

ころまでは、把握できないということでございます。 

◎会長 はい、ありがとうございます。今のお話でちょっと思いつきみたいなこと

で申し訳ないのですが、例えば、市政モニターみたいなものをやる自治体が

ありますよね。もちろん同意してもらえた方じゃないといけないですが、転

入者の方で、継続的な意見聴取を受け入れてくれる方がいたら、そういう方

から継続的にご意見を聞いて、例えばこういう思いで来て、こういうところ

は満足だったけどこういうところはちょっと期待していたのと違ったとかあ

ると思うのですが、そういったご意見を継続的に聞くような仕組みとかあっ

てもいいのかなと感じました。 

やはり、ここでご質問のある定着状況って結構気になるところであって、

ただ、なかなか個人を追跡するのは難しいのもよく分かるので、ご協力いた

だける方に限定だと思いますが、そういったこともあっても良いのかなと感

じました。はい。その他よろしいでしょうか。 

はい。では以上とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

◎会長 それでは２６ページですね、「推進施策（４）高等教育機関等との連携」

ということでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標２・推進施策（４）について説明～ 

◎会長 こちらについて、１つ目は、就職に関することで、周南市の地元企業説明

会を周南公立大学で開催してはどうかというところに関して、1 年生を対象と

した企業交流会などが行われていますというお話です。２つ目は、在学時か

ら地元企業の社会との交流の機会を増やして魅力を伝えるというような取組

を考えていただきたいというところで、そこに関しては周南公立大学の取り

組みだとか、あと徳山高専も含めて地域を知ってもらうための取組を検討し

てまいりたい、３つ目が、高等教育機関との連携交流を期待するということ

でそこに関して具体な話を紹介ということで、こちらにつきましてご意見等

いかがでしょうか。 

◎会長 ＫＰＩの指標としては、市内高等教育機関を卒業された方の市の就職率と

いうことで、概ね 1 割強ぐらいのところで推移していてなかなかもともとの

目標で掲げているような推移にはなっていない現状があろうかと思います。 

周南公立大学さんは、やっぱり公立化後もいろんな地元と接点を増やして

いくような取組を精力的にやっていらっしゃると思ってます。そのような機
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会をつくる努力をすごくやってらっしゃると思ってます。ただ、下の方で書

いてあることも関係するのですが、公立化に伴って、ある程度、県外の方が

増えていると思うので、地元の就職に結びつけるのは結構ハードル高いのだ

ろうと思っています。だから、そこの部分は、ある程度予想されたところ

で、そこが実際に現実化していると思っています。 

まだ、公立化後に入られた方はまだ卒業されていないんですか。 

◇担当課 はい。公立化したのが令和４年ですから、その時に入学した学生が３年生

になっています。現在の４年生が最後の徳山大学時代の学生です。 

◎会長 はい。わかりました。色々すごくご努力はされていると思っているので、

個人的には、公立大学さんは成果というのはある意味ちょっと今後なのかな

というようなことも思っております。 

その他何か。皆様の方で、ご意見等ありますでしょうか。 

〇副会長 はい。企業交流会についてですが、周南市というところで、実は徳山高専

の方にあまり情報が私のとこだけかもしれないですけど届いていなくて、今

回新しいウェルビーイングのセンターができたりだとか、公立大学の先生方

も非常に頑張っていらっしゃるので、高専・公立大学とかっていう枠組みを

とっぱらって、商工であったりとか。 

要は商工から公立大学へ、新南陽高校であったりとか、高校生も巻き込ん

で、よくあるスーツを着た就活イベントみたいなものではなくて、もっと公

立大学であったりとか周南市にこんな素敵な企業があるよというのを高校ぐ

らいからできるようなイベントをやっていただけると地元に残りたいなって

思ってくれるような子たちの背中を押すような一手になるのではないかなと

思いました。よくある企業展とかではなくて、もっと公立大学もアピールす

るような意味で、「周南市ちょっと違うことやってるね」って思われるよう

なイベントがあれば、ぜひ高専の学生も連れて一緒に行きたいなと思いまし

た。感想です。以上です。 

◇担当課 はい。ありがとうございます。今、良いご意見いただいたと思っていまし

て、どうしても高等教育機関であるので、高専であるとか大学という視点で

見ていましたが、確かに大事なのは地元の若者の定着でございますから、高

校を卒業して地元に就職する生徒もいるわけで、その辺の視点を忘れないよ

うに商工振興課とよく連携をとって事業を考えてまいりたいと思います。あ

りがとうございます。 

◎会長 はい。ありがとうございます。あと大学生の就職みたいなことでいうと、

私も一応大学にいて思うのが、全国規模の大手企業さん、本当に動きが早く

て、インターンはどんどん早期化しているし、インターンが実質採用活動化

しているし、なかなか地元企業さんとかそういうのに、遅れてしまうところ
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はあるんだろうなと思うので、大学の協力もいると思いますが、大手さんが

かなり早く動いているというところを踏まえながらやっていかれると良いの

ではと思います。では、こちらは以上とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

◎会長 ここから基本目標４に入ります。資料の２８ページ目をご覧ください。

「基本目標４ 強みを活かし、賑わいあふれるまちづくり」の中の「推進施

策（１）中心市街地における賑わいの創出」につきまして、事務局からご説

明をお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標４・推進施策（１）について説明～ 

 はい。ご意見としては４件ありまして、ＫＰＩの指標について、中心市街

地で行われるのであれば、歩行者通行量以外も考えても良いのではないかと

いう話だと思います。そちらについては、ある程度継続的に把握はしていま

すという話ですね。２つ目は、賑わい交流施設、駅前再開発に続く地域の付

加価値を高める切れ目ない継続投資を検討されたいということで、こちらに

ついても、具体的に動物園のリニューアルや文化小ホール等ということで

す。３つ目については、再開発施設のオープンに伴って周辺への波及効果に

ついてヒアリング等を行うのかというところについて、現時点では時期尚早

と考えるので秋以降に実施したいというお話ですね。４つ目、令和５年度が

急に落ちているように見えるのでこちらの理由をちょっとお聞きしたのです

が、ちょっとそこは分からないということでありました。 

はい。こちらについてご質問ご意見等ありましたら、お願いします。 

●委員 中心市街地でイベントやマルシェとかやっている団体がいらっしゃいます

が、だいたいいつも同じような団体さんが、慣れていらっしゃってやってら

っしゃるのを目にするんですけど、新しい団体さんや、もっといろんな方に

積極的に活用してほしいといった働きかけみたいなことはされていらっしゃ

るのでしょうか。 

◇担当課 はい。今、駅前広場等につきましては、令和５年度から、いわゆるＰＰＰ

事業により、施設の受付とか管理等を、指定管理者が行っております。その

中で、イベントの告知等をＳＮＳなどでご紹介いただいておりますので、そ

の繋がりで新しい事業者にもぜひ活用いただきたいと思っておりますが、そ

の辺の周知については、まだ不十分かなと感じております。またマルシェに

ついては、結構、流行っているというところもあり、毎週のように色々な所

で開催され、集客に苦労しているとお聞きしています。駅前広場は、立地的

にも他の施設よりは恵まれたところだと思っておりますので、多くの方に利

活用いただけるよう、民間事業者とも連携して積極的にＰＲしていきたいと

思っております。 
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●委員 ありがとうございます。 

◎会長 その他いかがでしょうか。 

すみません、分からないとおっしゃっているところを聞いて申し訳ないで

すが、観測条件が何か変わったとか、特にそういうわけでもないけど何か減

ってしまったのか分かりないでしょうか。 

◇担当課 はい。歩行者等通行量調査については、例年１１月の平日と休日に各１回

ずつ行っており、ＫＰＩは平日の数値を採用しています。調査結果が出たと

きに調査の状況等を確認しましたが、特に気候的に寒かったり天気が悪かっ

たというわけでもなかったため、数値が下がった原因は正直なところ分かり

ません。結構下がっていますが、実際にまちを歩いても大きく変わったとい

うところも感じられないため、回答書の通りで申し訳ないですが、分からな

いというところでございます。 

◎会長 はい。どうしても人手での計測の限界みたいなところもあるため特定日に

やるのだと思いますが、ご回答にもあるように、ＡＩカメラとか自動計測み

たいなものを採用した方が、偶然で左右されてしまうとＫＰＩ設定している

意味がなくなるので。ご回答いただいているようなものも含めて考えていた

だけるといいかなと思います。ありがとうございます。 

その他、何かございますでしょうか。 

３つ目で、回遊性が大事ではないかというところで、そこについても色々

と取組をしているという回答がございました。文化小ホールのお話は、私も

関わっているので思うのですが、駅前で色々取組をされていて、それがもう

少しこっち側の方に回遊性が波及してくると良いのだと思います。そういっ

た中で、文化小ホールもありますし、動物園や文化会館などもあるのかもし

れませんが、そういった場所ができると良いと思います。例えば、文化小ホ

ールの議論の中では、用地の隣の公園ですかね。そちらとの一体的な活用と

かもできると良いのではないかっていうご意見もあったりとか。そういった

中で、この文化小ホールもそうですが、駐車場を含めた交通の問題なんかが

多分出てくると思うので、そういったところは総合計画で議論することでは

ないかもしれませんが、今まで投資してきたことが活きるような形になれば

良いと思います。 

はい。では、よろしいでしょうか。では、こちらは以上とさせていただき

ます。ありがとうございました。 

◎会長 それでは３０ページですね、「推進施策（２）観光・交流の推進」という

ことでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標４・推進施策（２）について説明～ 
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◎会長 はい。ありがとうございます。ご意見としては５件ありまして、１つ目

は、コロナ禍が終息した状況がある中で、ちょっと観光客がＫＰＩとしても

伸び悩んでいるように見えます。その辺りで何か施策はということに関し

て、まず伸びてない理由については、文化施設の来場者数が戻っていないで

あるとか温泉施設の閉鎖の影響などがあると。そこに対して、具体的な施策

等も書いていただいております。２つ目の市内の温泉地を衰退させない取組

ということで、拠点整備等を行っている。あるいはＰＲ等も行っているとい

うようなご回答が出ています。３つ目は、どちらかというと周南市は観光よ

りもスポーツとかコンベンションの方が強みになるのではないかというとこ

ろで、リピートに繋がる取組もやっているということ。４つ目については、

日常をときほぐす観光の今後の可能性や方向性はどうかというところに関し

て、あとコンベンション誘致については、受入のキャパシティが主催者とマ

ッチしないことが書かれていて、宿泊施設のオープン等に期待しているとい

う話を書いていただいております。５番目の動物園が令和５年の入園者が減

っているということについては、天候不順等の影響があると考えられるとい

うことでございます。こちらについて、ご意見はいかがでしょうか。 

●委員 すみません、今更なのですが、観光客数のカウントはどのようにされてい

るのでしょうか。 

◇担当課 はい観光客数のカウントですが、様々な施設の中には市の施設も含みま

す。その他、イベントであったり、例えばゴルフ場や温泉といった施設、観

光と思われるところ全てに問い合わせを投げかけまして、そちらから回答い

ただいております。 

●委員 施設やイベントへの来場者数ということですね。 

◇担当課 施設やイベントへの来場者数を合算しています。 

◎会長 例えば文化施設なんかにも市内の方も来ると思うのですが、その辺りは特

に分けずに集計されているのでしょうか。 

◇担当課 はい回答は県内か県外か。元が県の観光動態調査ということでございます

ので、区分けは二通りになります。 

◎会長 具体的に、例えば周南にお住まいで、例えば文化ホールとかに何かを見に

来たという方は入っているのでしょうか。 

◇担当課 入っています。県内の中に入っているかと思われます。 

◎会長 はい。１つ目のご回答の中で、文化施設への来場者数が戻っていないとう

ことですが、そもそも、イベント自体、開催数があまり戻っていないという

ことですか。 

◇担当課 イベントの開催回数までは追えておりませんで、あくまで来場者数という

ことで、人数で追っているため、そこまで把握をしておりませんでした。 
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◎会長 そうですか。はい。その他いかがでしょうか。 

あと、4 番ですが、キャパシティのことについてご意見が出ています。これ

は基本的に宿泊施設が足りないことがあるという意味でしょうか。4 番目に対

して回答としていただいているところは、受け入れができないケースがある

という意味でよろしいですか。キャパシティ不足が発生するため、泊まれな

いのでコンベンションができないということが起こりうるという意味でよろ

しいですか。 

◇担当課 ご質問の意図が、キャパシティが主催者とマッチしないことが多く、とい

うところで、宿泊施設が足りていないというところかと思われます。 

実際にコンビナートの定期修繕もありまして、１０月秋ごろの予約が現在

取れないという声もお伺いしている状態もございます。そうしたところもあ

りまして、今後、宿泊施設のキャパシティ不足というのは、今後も考えられ

ると想定しております。 

◎会長 はい。ありがとうございます。こういう定期修繕で宿泊が足りなくなると

いうのは、周南に限らなくて、宇部でもよく聞きます。山口県内の工業都市

では割と問題もあるように聞いています。はい。ありがとうございます。 

その他いかがですか。では、こちらは以上とさせていただきます。ありが

とうございました。 

◎会長 それでは３２ページですね、「推進施策（３）スポーツ交流の推進」とい

うことでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標４・推進施策（３）について説明～ 

◎会長 はい、ありがとうございます。こちらは５件のご意見をいただいていて、

ＰＦＩ事業者の掲げる管理運営目標の具体的な説明ということで、そちらに

ついては、市の方からご回答をいただいています。２つ目は、先ほど同様の

ご意見をいただいたと思いますが、そこに関して私からも確認させていただ

いたところですが、やはり１つのネックとして宿泊し、キャパシティという

のがあるというお話をご回答いただいています。３つ目は、それぞれの年代

に合ったスポーツ大会ということで、そちらについてＰＦＩ事業者も含めて

検討していきたい。４つ目は、ＫＰＩとしては目標から比べると、随分下に

なっているように見えるので、そちらについてですけれども、ご回答として

は集計の仕方を変えているということであります。５番目は高齢者のスポー

ツ大会とかもそういったところも力を入れていってはどうかというところと

物販も取り組んでいけば良いのではないかというような意見がありました。

先ほどの観光ともかなり関係が深いかとは思いますが、ご質問ご意見よろし

くお願いいたします。 
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私の方から４つ目の質問の関係で、この回答より実態に合わせたというこ

とかなと理解しました。そうとすると、元々の目標値の設定が過大だという

ことになりますか。 

◇担当課 はい。元々の考え方が、稼働率調査が部屋ごとといいますか、総合スポー

ツセンターでいえば、メインアリーナと多目的ホールと２会場あるのです

が、そちらに大会の主催者からこの大会では選手が例えば５００人、観客２

００人でしたというのをいただいて、７００人をメインアリーナだけでなく

メインアリーナが７００人、多目的ホールが７００人という算定の仕方をこ

れまでしておりまして、昨年度からＰＦＩ事業で１９年間の指定管理という

ことになりましたので、総合戦略の方で言えば、ちょっと中途半端な形には

なるのですが、指定管理の方と話す中で、実情の数値にしようということ

で、この度、算定の方法を変更させていただきました。 

◎会長 実態に合っていた方が良いと思うので、そうすると、この辺りは先ほどの

観光客数の話も通じるところがあると思います。実数把握が難しいとは思う

のですが。評価の前提として、できれば期間で同じ物差しの方が良いので、

ちょっと物差しが途中で変わるのはできれば避けたいところです。次回改定

の時に、なるべく安定的に使えるような物差しを担当課からもご提案いただ

ければと思います。 

ありがとうございます。その他何かございますでしょうか。 

◎会長 先ほどお聞きした件をもう 1 回聞いて申し訳ないのですが、宿泊施設のキ

ャパシティ不足は、なかなか行政として何かできる部分も少ないように思い

ますが、例えば、できるとすると、コンベンションであれ何であれ、主催側

に、混雑状況をなるべく早めに伝えるとか情報提供するとかで、予定も考慮

して誘致するというのは、ある程度の余裕のある時期に誘致するとかそうい

ったことになりますか。 

◇担当課 はい。誘致をする場合には、コンビナート企業から事前に次の年のです

ね、定修情報をいただいておりますので、そういった状況を勘案しながら誘

致を行ってまいります。 

◎会長 はい。ありがとうございます。 

〇副会長 はい。次期のＫＰＩ設定になると思うのですが、コンベンションの誘致と

文化系のセミナーだったりとかスポーツのなんちゃら大会とかがあると思い

ますが、そういった数値、開催数なのか稼働率にもかかわってくるかなと思

うのですが、そういったものは、ＫＰＩにはなり得ないのでしょうか。 

◇担当課 ご質問は誘致の数を KＰＩにということでしょうか。誘致の数をちょっと K

ＰＩにするというのは、特に学会とかは２年後３年後の会を誘致したりとい
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うことが多くなりますので、そこを評価するというのが一概には難しいと現

状では考えます。スポーツに関しましては、スポーツ協会さんであったりと

かそういったところが、会場も含めて誘致をされていると思いますので難し

いのかなと思います。 

〇副会長 年度の持ち回りみたいなところもあるということで、何か新たな大会をこ

こに誘致するというのは、今回陸上競技場だとかＰＦＩももちろんこれは民

間も勝ち筋を得て入っているものではないかなと認識するのですが、ＰＦＩ

事業者が、何か新たな大会であったりだとか、イベントを打つとかというよ

うな企画があったりするのでしょうか。 

◇担当課 ＰＦＩ事業者からも色々ご提案がありますが、今のところ、大きな大会と

かではなく、もっと小さい何とか教室とかそういったものを提案うけていま

す。今のところ大きいイベントとなる大会はお聞きしておりません。 

〇副会長 ＰＦＩ事業なので、勝ち筋があると思いますし、市民の方へ一番還元でき

れば全く問題ないかなと思うのですが、例えばレノファ山口であったり、そ

ういったコントロールできるようなものが定着につながるというのもあろう

かと思います。そういったところも前向きにオール山口県というところで、

活動されてはどうかと思いました。以上です。 

◎会長 ちょっと今副会長のご意見を聞いて思ったのですが、ご承知と思いますけ

ど、去年、宇部がパルクールの大会を誘致したというのがあって、あれはか

なり大がかりというか、道路管理者を結構巻き込んで大事だったのですが、

確かに関係者も結構大変だったんだと思いますが、やってみると良かったか

なという気もするので、まちづくりとの関係で、そういった部分の連携もあ

るのかなとご意見を聞いていて思いました。ご参考まで。 

◇担当課 はい。ありがとうございます。昨年からＰＦＩ事業ということで指定管理

者は、新たに変わりましたが、スポーツ協会さんの方が今まで指定管理をや

っていた部分がなくなったといいますか、その分スポーツ振興をしっかりや

っていくということはお聞きしていますので、そういう意味で言えば、新た

なイベント等が今後提案されてくるものと思っております。 

◎会長 ありがとうございます。では、以上とさせていただきます。 

◎会長 では、最後の基本目標になります。資料の３４ページ目をご覧ください。

「基本目標５ 時代に対応した持続可能なまちづくり」の中の「推進施策

（１）Society5.0 の実現に向けたまちづくり」につきまして、事務局からご

説明をお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標５・推進施策（１）について説明～ 
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◎会長 はい。ありがとうございます。ご意見は３件で、１つ目のＫＰＩ設定につ

いて、５年スパンで５年後を見通してＫＰＩを設定するのは難しいのではな

いかというご意見に関して、市としてはそれなりに可能ではないかと考えて

いるということ。２つ目は、市民がなかなかこれらの成果についても実感し

づらいのではないかというところに関して、次期の計画の中ではまた適宜見

直していくというお話。３つ目は、これは私が書いたと思います。はい。こ

ちらにつきましてご意見・ご質問等いかがでしょうか。 

●委員 今回のスマートシティだけでなくて、次にコンパクトシティのことにもつ

ながると思いますが、何を目指しているのかというものが市民に見えている

のか、分かっているのか、もっと言えば伝えているのか。スタートのところ

ですが。頑張って色々やっているけれども、そこがまだ不十分ではないかな

と感じています。それがないと、市民感覚でイメージがわいてこないと思う

のですが、その辺りはいかがでしょうか。 

◇担当課 ありがとうございます。おっしゃる通りですね。、デジタル技術というと

ころに関しては、実は皆様の近くに、生活の中にも入ってきているものです

が、いざスマートシティという言葉でお伝えしようとすると、確かにイメー

ジとしてわきにくいという部分はあるかと思いますので、身近な事例も交え

ながら、少しの説明できたりとかや、取組に参画していただくような機会を

設けるなどしながら、少しずつではありますけれども、実際デジタル技術が

暮らしに溶け込んでみ、進んでいるというところを実感していただけるよう

に取り組んでまいりたいと思います。 

●委員 はい。そうですね。そうは言っても３年前と今、５年前と今と、一番変わ

ったのはキャッシュレスや決済機能だと思うのですが、まさかそんなことが

できるのかと思っていたら、1 年ぐらいでできてしまったとかいうのがあるの

で、行政の分野においても、実はもう３年後には様変わりしているかもしれ

ないと。そうなった時に、先進的な地域との差がどうしても明白になってく

るのではないかと。それイコール効率的な行政運営に繋がってくると思うの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

◎会長 はい。ご意見ありがとうございます。この辺りは、１つは、市役所として

の業務効率化というのがあり、公務員の数を急に増やしたりできず、サービ

スの多様化が進んでいる中で、なるべく市役所の業務を効率化していって、

市民の皆様の求めるサービスに職員が当たれるようにするという部分のスマ

ート化というところと、市民サービスの部分で色々電子申請等ができ、進ん

でくるといったスマート化と両面あると思っていて、前者の方は、目に見え

ないところがあるのかなと思います。ただ、やっぱり業務改善も含めて全て

大事なところだと思うので、その辺りは、進めていかないといけないと思い
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ます。なかなかＫＰＩも５年ごとに変えていかないといけないようなものに

なってくると思いますが、こういったものも今回の結果を踏まえて次の計画

の中でどういったＫＰＩが良いかというのはご検討いただければと思いま

す。ありがとうございました。 

その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

一番下を書いたのは私ですが、先ほど書かれているように、色々、内製化

しやすくなっているなというのは思っていて、大学でも結構学生が色々作っ

てくれます。だから、そういったことが、おそらくこれからの市役所でも求

められてくるのだろうと思っていて、スマートシティ推進課でされているの

かもしれませんが、そういった部分の人材の厚みみたいな部分は若手の職員

の方に研修していくとかが大事なのかなと感じました。 

はい。よろしいでしょうか。では、以上とさせていただきます。ありがと

うございました。 

◎会長 それでは３６ページですね、「推進施策（２）コンパクト・プラス・ネッ

トワークの推進」ということでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標５・推進施策（２）について説明～ 

◎会長 ご意見は３件です。１つ目は、主にコンパクトシティに関する意見で、こ

ちらについては、立地適正化計画等を見直していく等で進めていくというよ

うなご回答です。それから２つ目は、公共交通の担い手確保のお話で、こち

らについても、県レベルでもいろいろやられていますが、こういったことの

ご回答いただいています。３つ目は、空き家のお話で、今後はむしろ都市

部、中心部の方が問題になってくるのではないかというころで、空き家対策

に関するご回答をいただいているということです。こちらについてご質問ご

意見いかがでしょう。 

お聞きできればと思うのですが、周南市におかれては、今、立地適正化計

画の改定の作業をしていらっしゃるということでよろしいですか。例えば具

体的にどういった部分を改定していかれるのでしょうか。 

◇担当課 今、周南市では、居住促進区域の設定から５年経過したということで、立

地適正化計画の見直しを実施しております。その中で、水防法の改正であっ

たり、都市再生特別措置法の改正がございまして、その中で防災指針の位置

付けを求められておりますので、それをメインに改定作業を進めています。 

◎会長 防災指針のところですか。はい。 

◇担当課 主には防災指針のところの改定がメインになっております。 

◎会長 はい。ありがとうございます。その他いかがですか。 
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交通に関しては、私が話し出すと長くなってしまうのですが、書かれてい

るように、県がわりと取組を始められていて、ご承知と思いますけど、県と

しても業者さんを使ったりとかやられていますが、お聞きできればと思った

のは、県内ですと県央 7 市町とかで、合同で説明会をやられていて、市単体

だと限界があるかなというのを結構感じているところです。例えば周南市さ

んとしては、県はもちろんだと思いますが、周辺市と協力されたりしていな

いでしょうか。 

◇担当課 それは、担い手の確保ということでしょうか。 

◎会長 担い手確保ですね。はい。 

◇担当課 例えばバスの支援でいうと、市をまたいだ路線がありますので、そういっ

たところは連携して取り組んだり、昨年も光市さんでＪＲバスさんが撤退さ

れたところで協力して新しい路線と代わる路線を導入したというところはあ

ります。一方で、今言われた、担い手不足のことで連携して、具体的に取り

組んでいるものは今のところないです。先生もご存じと思いますが、広域な

ことなので、できれば県のレベルでやっていただいて、そこに乗るのがやり

やすいなとは感じています。 

◎会長 そもそもバス会社が市で閉じてないので。この辺りは防長交通さんなの

で、なかなか市単位というよりは、もう少し広域でやっていかないといけな

いかなと。お聞きしたのは、もちろん県もやっていただかないといけないで

すが、山口・宇部・小野田のあたりが一緒に説明会とかをやっているので、

そこにタクシー会社も入ったりしているので、そういったことでお聞きしま

した。ありがとうございます。はい。その他よろしいでしょうか。 

こちらも、先ほど立地適正化計画の見直しの話がありましたけど、なかな

か他市におかれても、居住誘導区域の人口目標とか維持が難しいような現状

があると思います。先ほどのＵJI ターン施策などと合わせて目標達成を目指

していただければと。また今後、おそらく立地適正化計画の改定に合わせて

こちらのＫＰＩはどういった形がいいかというようなところもご検討いただ

ければと思います。以上とさせていただきます。ありがとうございました。 

◎会長 それでは３８ページですね、「推進施策（３）中山間地域の持続可能な生

活圏づくり」ということでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標５・推進施策（３）について説明～ 

◎会長 こちらに関してご意見は５件ありまして、１つは、小さな拠点づくりにつ

いて、３つが目標になっていますけど、３つ目はどうですかということで、

これについては、ある程度念頭にあるということなのかなと思いました。あ

と、２つ目は、ここに掲げているような地域も人口減少が進んでいると思い
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ます。しかし、対策はどうなのかというところで、ここに関しては、もちろ

ん中山間地域に限ったことではないので、そういったところも取組を進めて

いきますという話。３つ目は、そういったところも考えていかないといけな

いのではないかというところに関してもご回答はいただいて、３つ目のとこ

ろは、ある意味、このまち・ひと・しごとの根幹にもかかわるようなところ

かもしれませんが重要なご指摘だと思います。4 つ目は、総花的な施策ではな

くて本市になくてはならない取組に特化すべきというようなご意見です。５

つ目は、交通に関するご意見をいただいております。こちらの項目について

ご意見いかがでしょうか。 

◎会長 そうですね。３つ目のご意見ですが、行政としてはすごく回答しづらいよ

うに思いますが、例えば、かなり小規模な集落とかそういうところを念頭に

おかれているのかなと自分は受けとめました。ただ、今お住まいの方に対し

てもやっぱりサービスは考えていかないといけないけれども、やはり先行き

を考えると、なかなか難しいかもしれないところ。そういうことを念頭にお

かれていると思いますが、お答えが難しいと思います。いかがですかとお聞

きしても難しいかもしれませんけど、いかがですか。 

◇担当課 こちら、市の考えに書いてあります通りではございますけれども、そうい

った身近な生活サービスの維持ということであったり、新たな担い手づく

り、コンパクト・プラス・ネットワークの推進などの取組をこれまでも続け

てまいりましたし、これからも続けていかないといけないと考えておりま

す。こういった取組を続けていく、身近な生活サービスが小学校区では難し

いということであれば、例えば公共交通であったり交通結節点であったりと

いったところまでですね。交通を確保して少しでもそういった都市拠点まで

の足を確保して、そこで暮らし続けられるという施策も目指しているところ

でございます。以上でございます。 

◎会長 はい。すいません。お聞きして。行政として、３番はすごく重い問いだと

思いますが、今はやはりそういうところも、投げかけとしてはやはり必要な

のかと思いました。 

あと、２番でも書かれていますが、いわゆる中山間地域以外のところも、

そもそも全人口が減っているわけなので、だんだん小さくなってくるとか、

先ほど空き家の話がコンパクトのところでありましたが、かつての郊外住宅

地みたいなところの高齢化とか色々なところでこういう問題が出てくると思

うのですが。 

もちろん、人口の維持を目指していくのですが、とはいえ、ある程度の人

口減少は避けられないところがあるので、その辺りの中でどのようにやって

いくかというのは、おそらく次の総合計画でも、どうしてもこの３番で書か
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れているように、目を背けがちですけれども、直視していかないといけない

のかなということをご意見を見ていて感じました。 

その他、何かご意見ございますでしょうか。はい。お願いします。 

●委員 はい。会長がおっしゃったことにとても賛成します。３番の意見をとって

も本当に重要だなというか、ここからスタートしないとこの会議自体がぼや

けてくるのではないかなと思っています。例えば、市街地でも徳山駅周辺と

新南陽駅周辺に集約しようじゃないか。北部地域は須々万にしようじゃない

かと言っているのは分かるのですが、市民がどれだけ分かっているか。自分

自身も含めて。というところだと思います。何かそんな風になる、しないと

いけないよね、もうそうしかできないよねっていう思いはありながら、言葉

悪いですけど先延ばしで今まできていると思います。今までそれができてい

た。しかし、これだけ人口減少が進む中で、本当に今までの１０年は５年か

もしれません。５年は２年かもしれない。という動きの中で、冷たい面もあ

るかもしれませんが。本当に行政としては言いにくい面はあると思うのです

が、だからこそこういった会があるんだ、意見交換会があるんだと思うの

で。こういうことから、全てをなくすというところからスタートするのも間

違いですけれども、現実、そういう大きな波が来ているということで物事を

考えていかないと、次の計画は、また、表面的になってしまうのではないか

なというように思っています。以上です。 

◎会長 はい。ありがとうございます。そのあたりも含めて、最後に総括的な議論

をした方が良いのかなと思うので、最後に委員の皆様からご意見いただく時

間も設ければと思います。では、こちら以上とさせていただきます。ありが

とうございます。 

◎会長 それでは４０ページですね、「推進施策（４）多様な主体による地域づく

りの推進」ということでこちらをお願いいたします。 

◇事務局 ～基本目標５・推進施策（４）について説明～ 

◎会長 ご意見としては５件ありまして、夢プランについて、策定後の動きが見え

ないようにみえるというところに関して、ご回答いただいています。２つ目

は、高齢化で自治会活動が困難な地区の対策ということで、そちら市として

の取組、３つ目は、若者が地元に帰ってくるような取組というところに関し

て、関係人口としてとらえていきたいというご回答。４つ目は低コストで継

続的に取り組めるような施策を検討されたいということであります。最後は

文化小ホールとか地域コミュニティを繋げる核となってくれたらということ

で、そういったところについてもご回答をいただいているところです。 

こちらにつきまして、ご意見いかがでしょうか。 
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こちらは、ここまでのある意味内容が集約されているようなところもある

と思うのですが、２番目のご意見いただいているような自治会活動やコミュ

ニティの高齢化の話は本当に市とか担い手不足とかそういう話は周南に限ら

ず各地で起こっていることだと思います。その辺りの話は、先ほどの議論と

もかかわる話かなと思っています。その他、皆様よろしいでしょうか。 

よろしいですか。では、こちらは以上とさせていただきます。ありがとう

ございました。 

◎会長 これで全ての施策の評価が終わりました。ほぼ予定時刻ですが、もしかす

ると駆け足で委員の皆様も、意見が言えずに終わってしまったということが

あったかもしれません。全体を通じて、何かご意見等があれば総括的なご意

見でも結構ですが。何かあれば。 

よろしいですか。私から数点申し上げたいと思います。 

１つは、ＫＰＩ指標は基本的に公共サービスを拡充していくという方向

で、以前に比べてサービスが良くなっていたという形で評価するのが一般的

だと思います。それは必要だと思いますが、今回も色々なところで、保育士

不足の話とか、市役所に限らず、自治会の高齢化みたいな話も含めてこれか

らの５年、そもそも、この公共サービスの担い手が本当に確保できていける

のかというところがあると思います。やはり、担い手がいないとサービスの

拡充とか絵に描いた餅になってしまいますし、むしろ今のサービス水準を維

持するだけで精一杯かもしれなくて、供給側の制約というか、そこの部分も

今後は考えていかないと人口減少の中できついのかなというのは思うところ

です。 

あと、色々なところで終い方といったご意見もあったと思います。例え

ば、地域は違いますけど、美祢線が、昨年、災害で止まって、その関係のワ

ーキングに私も入って色々な議論を聞いていて思うところですが、選択的な

投資を考えていかないといけなくなっていて、リソースがすごく限られてい

る中で、どこに投資していくのがまちが生き残るために一番大事なのかとい

うところを考えないといけないなということを思っています。そのような部

分で、どこかの総花的な話ではなくてというのがありましたが、どうして

も、このような話では総花的になる部分が否めないと思うのですが、これか

らの５年は厳しい５年になるのかなと思うところがあって、そういう中で、

まちが活力を維持して生き残っていくために何が必要かというところを考え

ていかないといけないかなと思います。事務局への意見というよりは、私自

身も次の計画の議論に関わっていくので、そういうことも意識していかない

といけないなと本日感じた次第です。はい。皆さんの方がよろしいですか。 
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はい。では、これで議事としては全て終了しております。１回目が書面会

議で今日が２回目ということになっていますが、１回目の書面会議と今日の

会議の意見につきましては、事務局の方で整理いただけるということで、後

日、我々にいただけるということですので、発言内容の齟齬などがあれば事

務局にお知らせください。最終的には、議事録とあわせて内容の確認につき

ましては、私と副会長の方で責任を持つということでご一任いただいてもよ

ろしいでしょうか。 

はい。ありがとうございます。ではその他、何かよろしいでしょうか。 

では、進行は事務局にお返しいたします。ありがとうございました。 

６ 閉会  

◇事務局 （企画部長あいさつ） 

◇事務局 以上をもちまして、令和６年度第２回周南市総合戦略会議を終了いたしま

す。委員の皆様、長時間お疲れ様でした。ありがとうございました。 

 


